
兵庫県教育委員会（vol.26） 

  ゆずりは通信（H29 年 5 月） 

                                            

 

●定例教育委員会での主な審議事項等（４月） 

 

★第１回（H29.4.6） 

・兵庫県教育委員会活動方針（平成 29 年度）の件 

・教職員の勤務時間適正化推進プランの策定について 

・平成 29 年度兵庫県公立高等学校入学者選抜における学力検査等の実施状況等について 

・平成 29 年度県立美術館・博物館の展覧会等計画について 

・県立美術館常設展「県美プレミアム」無料観覧の実施について 

 

★第２回（H29.4.20） 

・平成 30 年度兵庫県公立学校教員採用候補者選考試験の実施について 

・平成 28 年度県立高等学校卒業者の就職内定状況について 

・平成 28 年度兵庫県児童生徒体力・運動能力調査結果について 

・第７回神戸マラソンの概要について 

 

※会議録及び会議資料は、教育委員会ホームページの教育委員会会議でご覧いただけます。 

                                              

 県教委ＴＯＰＩＣＳ 

●県立西神戸高等特別支援学校が開校しました（H29.4.12） 

神戸市西部・東播磨地域の知的障害特別支

援学校在籍児童生徒の増加や、就労に向けた

専門的な職業教育へのニーズの高まりに対応

するため神戸ワイナリー（農業公園）内に県

立西神戸高等特別支援学校が開校し、１年生

48 名が入学しました。 

   同校では、｢自立して生きる力を育むために

主体的に考え動ける人づくり｣を教育目標に、

立地を生かした農業体験実習や企業と連携した職場体験実習等とともに、職業自立を目指した

３つのコース制を設定し、就労に必要となる専門的な職業教育が行われます。 

※県立西神戸高等特別学校のホームページはこちらからご覧いただけます。 

西神戸（WEST KOBE）の頭文字を中心に、神戸ワイナリーの主産物である葡萄を

配しています。葡萄の房は、校訓の一つである「慈愛」を表しており、生徒が協

力し手を携えて成長していく姿を現しています。 

 校  章 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/iinkai/i-kaigi/iinkaikaigi28.htm
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Enkobek-sn/


●考古博物館加西分館｢古代鏡展示館｣開館記念式典（H29.4.13）  

県立考古博物館加西分館｢古代鏡展示館｣（加西市豊

倉町飯森 1282-1 県立フラワーセンター内）の開館記念

式典が、４月 13 日（木）青空の広がるなか、寄贈者で

ある加西市在住の美術品蒐集家・千石唯司氏をはじめ、

関係者の出席のもと行われました。同館は平成 26 年に

千石氏から寄贈を受けた古代中国鏡をはじめとする世

界的にも貴重なコレクションを展示する施設として約

３年間の準備期間を経て完成した博物館です。 

式典後の内覧会では、式典の挨拶において県立考古

博物館の和田晴吾館長が｢美しく神秘的な展示｣と紹介 

した展示室内が公開され、参加者は数々の古代中国鏡を心ゆくまで鑑賞しました。 

４月 14 日（金）の開館以降、同館には連日、多くの来館者が訪れ、ゴールデンウィーク期間中 

の５月６日（土）には、早くも来館１万人を達成しました。 

  

県立考古博物館加西分館｢古代鏡展示館｣のみどころ・楽しみ方 

「古代鏡展示館」は常時約 100 面の古代中国鏡を鑑賞できる国内屈指の鏡の博物館です。 
県立フラワーセンター内にありますので、春の花がいっぱいに咲く園内を散策する途中に立ち寄

られる方も多く、「すごい技術だ」、「きれいだった」の声をいただいています。気軽に立ち寄っ

ていただけることで、博物館の楽しさに触れるきっかけになれば幸いと考えています。 

開館を記念して９月５日（火）までは、コレクションの中でも金銀や宝石で飾られ技巧を凝ら

した宝飾鏡を一堂に展示する「百花繚乱 いま、古の美が咲き誇る！」を開催しています。フラ

ワーセンターに咲く花とともに古代鏡展示館で鏡の美を堪能されてはいかがでしょうか。 

（県立考古博物館加西分館 学芸員 長濱 誠司 ） 

 

●県立学校が県庁の緑化に取り組んでいます（H29.4.28） 

５月は県立有馬高等学校の人と自然科学科３年生３名の

生徒による作品です。 

新緑の季節にぴったりのグリーンで統一された作品の中

心に並んだ観葉植物は、学科のイメージキャラクターであ

る｢HITOSHI（ひとし）くん｣をモチーフにしています。 

展示場所は県庁２号館と３号館の間の通路(議会棟１階)

です。県庁にお越しの際はぜひお立ち寄りいただき、高校

生の作品をお楽しみください。 

※学校 PR 等はワンショットニュースで発信しています。 
県立有馬高校の作品展示と｢HITOSHI｣くん 

開館記念式典におけるテープカット 

様々な種類の鏡が並ぶ展示室内の様子 

 

 ｢金粒珠玉象嵌宝相華紋六稜鏡｣ 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot17/index-oneshot1705.html


●｢教職員の勤務時間適正化推進プラン｣を策定しました 

 県教育委員会では、教職員の勤務時間の適正化を推進するために、平成 21 年度から２期にわた

る対策プランを策定し取組を進めてきました。 

このたび、これまでの成果や課題の分析・検証をもとに、今後取り組むべき方策として、効果の

あった先進事例集（ＧＰＨ５０～GOOD PRACTICE in HYOGO 50～）の活用を中心とした｢教職員の勤

務時間適正化推進プラン｣を策定しました。兵庫の教育に携わるすべての教職員が心身ともに健康

で、児童生徒と向き合う時間が確保され、教育活動がさらに充実されるとともに、ワーク・ライフ・

バランスのとれた充実した生活が送れるよう、学校、市町組合教育員会、県教育委員会、関係団体

が連携して、引き続き、教職員の勤務時間の適正化に取り組みます。 

 

●平成 30 年４月 県立武庫荘総合高等学校に 

介護福祉士養成課程を有する「福祉探求科」が設置されます 

平成 30 年４月に県立武庫荘総合高校（尼崎市

武庫之荘８－３１－１）に「福祉探求科」が新た

に設置されます。福祉探求科は、卒業後に介護福

祉士の国家試験受験資格が得られるカリキュラ

ムとなっており（認可申請中）、国家試験に合格

すれば、介護福祉士の資格を高校卒業後すぐに取

得することができます。 

 

県立武庫荘総合高校福祉探求科は、県内の公立

高校において、県立龍野北高校（たつの市）、県

立日高高校（豊岡市）に次ぐ３校目の介護福祉士

養成課程を有する学科となり、阪神地域では初め

ての設置となります。 

 

福祉探求科では、社会福祉に関する基礎的・基本的な知識と技術を総合的・体験的に習得する 

学びを通じて、良好な地域コミュニティを形成し、保健・医療・福祉機能が連携した福祉のまち 

づくりを推進できる人材の育成を目指しています。 

 

介護福祉士の資格取得ルートの中では最短となる18歳での

取得が可能なカリキュラムが用意されているのが特長です。

例えば、校内実習に加え１年・２年時には 20 日間、３年時に

は 25 日間という豊富な施設実習を実施し、知識と技術を体験

的に結び付けられるよう工夫されています。また、総合学科

に併設されることから、多様な学びを行う総合学科との合同

の学びや、地域における貢献活動等の福祉の学びはもちろん、

幅広い視野を身につけ、多くの友達と出会う機会があるなど、

充実した学校生活を送ることができます。福祉に興味・関心を持った使命感あふれる多くの生徒が

県立武庫荘総合高校福祉探究科に集い、最新の設備を整えた新しい実習棟において主体的・協働的

な学びを深めることで、これからの兵庫の福祉を担う人材を育てていきます。 

 

今後、学校説明会を予定しています。詳細については、同校のホームページをご覧ください。  

 

福祉実習棟の完成予想図 

武庫荘総合高校生徒デザインによるポスター(一部抜粋) 

（モデルも現役在校生のみなさんです） 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ekyoshokuin-bo/GPH50/GP-list.pdf
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ekyoshokuin-bo/plan2904.pdf
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ekyoshokuin-bo/plan2904.pdf
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Emukosogo-hs/index.html


教育委員からのメッセージ 

秋田にて  レオナール・フジタ展 その後                                 

玉岡 かおる 委員 
 

四月末の連休に、秋田へ行く機会があった。 

 ここに来たからには秋田県立美術館へ立ち寄るのが仁義であ

ろう。昨年、県立美術館で開催された「藤田嗣治展」では、代

表作の乳白色の裸婦像の絵が秋田からやってきたことは記憶に

新しい。私も期間中、県美内で講演した。拙著『ウエディング

ドレス』（幻冬舎・刊）でフジタを登場させたからだ。 

 なにより、ここは彼の作品のために建てられた美術館を基に

しており、門外不出の『秋田の行事』という壁画の大作がある。

ちょうど４月 22 日から、その壁画が制作されて八十年、そして

彼の最大のパトロンであった平野政吉のコレクション公開五十年を記念した「平野政吉の夢」展が

始まったばかりだ。こんなタイミング、きっと私はフジタに呼ばれたに違いない。そこで兵庫県立

美術館を通じ、訪問をお知らせしてご案内をお願いした。 

 平野庫太郎館長と原田久美子学芸員には快くご対応いただき、焦がれ続けた絵と対面した。とも

かく圧巻。言葉も出ない私がいた。そこには秋田の歴史も風俗も人間の暮らしも、すべて余すこと

なく描かれている。まさに、天才画家により描かれた秋田のすべて。これぞ秋田の宝であろう。 

 また見たい。また来たい。絵がつないでくれた秋田県と兵庫県のご縁に深謝する今だ。 

                                            

今後のイベント情報 

★美術館・博物館等の催し案内 

 施 設 名 主な催しもの 期  間 

県立美術館 

特別展 

ベルギー奇想の系譜展 ボスからマグ

リット、ヤン・ファーブルまで 

H29. 5.20(土）～ H29. 7.9(日） 

県立人と自然の博物館 
トピックス展 

｢海を渡った日本庭園｣ 

H29. 4.29(土・祝）～  

H29. 7. 9(日) 

県立歴史博物館 
特別展 

ひょうごの美
み

ほとけ－五国を照らす仏像－ 
H29. 4.22(土) ～ H29. 6. 4(日) 

県立考古博物館 
開館 10 周年記念/加西分館開館記念特別展 

兵庫の古鏡 
H29. 4. 8(土) ～ H29. 6.18(日) 

県立考古博物館加西分館

｢古代鏡展示館｣ 

開館記念展１ 

百花繚乱 いま、古の美が咲き誇る！ 
H29. 4.14(金) ～ H29. 9. 5(火) 
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http://www.artm.pref.hyogo.jp/news/press/pdf/press_y170223-1.pdf
http://www.artm.pref.hyogo.jp/news/press/pdf/press_y170223-1.pdf
http://www.artm.pref.hyogo.jp/news/press/pdf/press_y170223-1.pdf
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning/japanesegarden2017.html
http://www.hitohaku.jp/exhibition/planning/japanesegarden2017.html
https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Erekihaku-bo/official/ex-2017-sp1.html
https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Erekihaku-bo/official/ex-2017-sp1.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/events/p6krdf0000006cqw.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/events/p6krdf0000006cqw.html
http://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=3
http://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=3

